
議
会
報
告
会
を
開
催
明
石
市
議
会
で
は
、市
民
の
意
見
を
把
握
し
議
論
や
政
策
立
案
等
に
役
立
て
る
た
め
、議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
、関
係
す
る
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
３
月
28
日
に
、

関
係
団
体
の
計
12
人
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
入
札
制
度
の
課

題
に
お
け
る
前
提
や
入
札
制

度
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
、
行
政
の
責
任
に
つ
い
て

問
題
提
起
を
行
っ
た
後
、
関

係
団
体
か
ら
現
状
の
説
明
が

あ
り
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

入
札
制
度
改
革
の
影
響

●�

競
争
性
の
確
保
に
よ
り
、

談
合
・
不
正
の
防
止
に
つ

な
が
っ
た
。

●�
赤
字
覚
悟
の
応
札
や
ダ
ン

ピ
ン
グ
受
注
が
増
加
し
た

結
果
、
事
業
者
の
経
営
が

悪
化
し
、
担
い
手
不
足
や

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
。

入
札
制
度
の
課
題
と
行
政
の

責
任

●�

物
価
高
騰
へ
の
対
応
や
社

会
情
勢
に
応
じ
た
入
札
制

度
の
見
直
し
、
最
低
制
限

価
格
の
適
用
範
囲
の
拡
大

等
、多
く
の
課
題
が
あ
る
。

●�

行
政
に
は
、
透
明
性
、
公

正
性
、
競
争
性
を
確
保
す

る
こ
と
で
市
民
の
信
頼
を

得
な
が
ら
も
業
者
や
業
界

の
持
続
可
能
性
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

各
団
体
か
ら
の
説
明
・
意
見

●�

地
元
業
者
の
減
少
や
後
継

者
不
足
の
深
刻
化
、
古
く

な
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

が
課
題
で
あ
る
。

●�

入
札
数
が
少
な
く
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
の
入
札
が
多

い
た
め
、
市
外
業
者
や
大

手
が
有
利
で
あ
る
。

●�
入
札
競
争
の
激
化
で
市
内

業
者
が
減
っ
て
き
て
お
り
、

災
害
時
の
対
応
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

今
後
に
向
け
て

●�

効
率
的
な
書
類
の
提
出
方

法
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●�

行
政
担
当
者
と
業
者
で
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
場

が
必
要
で
は
な
い
か
。

●�

公
共
工
事
の
年
間
見
通
し

が
あ
れ
ば
雇
用
の
維
持
に

良
い
影
響
が
あ
る
の
で
は
。

●�

入
札
を
分
割
す
れ
ば
市
内

業
者
も
手
を
挙
げ
ら
れ
る
。

●�

民
間
は
電
子
申
請
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
。
行
政
も

勉
強
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
令
和
６
年
２
月
24
日
に
、

関
係
団
体
の
２
人
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
関
係
団
体
と
委
員
は
、
コ

ロ
ナ
禍
や
災
害
時
に
お
け
る

地
域
の
医
療
連
携
や
社
会
的

弱
者
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
整
備
や
今
後
の
本
市
の
医

療
連
携
施
策
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

地
域
医
療
連
携
と
災
害
医
療

●�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

保
健
所
、
市
民
病
院
、
市

医
師
会
の
三
者
が
、
お
互

い
の
立
場
を
尊
重
し
な
が

ら
効
率
的
な
医
療
連
携
が

行
わ
れ
た
。

●�

災
害
時
は
、
医
療
需
要
と

医
療
資
源
と
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
た
め
、
壊
滅
的

な
結
果
を
も
た
ら
す
。

●�

災
害
医
療
に
関
し
て
も
、

市
の
医
療
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
保
健

所
を
中
心
に
、市
民
病
院
、

市
医
師
会
の
医
療
機
関
の

連
携
を
軸
に
し
て
市
民
の

安
心
と
安
全
を
確
保
す
る

仕
組
み
づ
く
り
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
整
備

●�

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
築

40
年
が
経
過
し
施
設
の
老

朽
化・狭
あ
い
化
が
進
み
、

増
改
築
も
困
難
な
状
況
で

あ
る
た
め
、
令
和
８
年
度

の
完
成
を
目
指
し
、
現
地

建
て
替
え
を
進
め
て
い
る
。

●�

が
ん
と
の
合
併
症
患
者
数

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

県
内
の
将
来
推
計
と
し
て
、

が
ん
お
よ
び
主
な
合
併
症

患
者
数
は
２
０
３
５
年
頃

ま
で
増
加
見
込
み
で
あ
る
。

本
市
の
医
療
関
係
施
策

●�

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
が
安
心

し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
医
療
機
関
併
設

型
だ
け
で
な
く
、
新
た
な

保
育
所
併
設
型
に
も
協
力

の
具
体
化
を
提
案
し
て
い

る
。

●�

小
児
科
医
の
不
足
は
認
識

し
て
お
り
、
小
児
医
療
の

充
実
の
た
め
、
小
児
科
診

療
所
開
設
助
成
金
の
具
体

的
な
制
度
設
計
を
一
緒
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

明石市の入札に関わる
現状および課題
兵庫県建設業協会明石支部

兵庫県電気工事工業組合明石支部
明石市管工事業協同組合
兵庫県建築士会

兵庫県建築士事務所協会
×

総務常任委員会

入札の課題対応には行政の役割が重要

地域医療の中核を担う市民病院

明石の地域医療連携
（一社）明石市医師会
兵庫県病院局

×
文教厚生常任委員会

　
令
和
６
年
４
月
25
日
に
、

関
係
団
体
の
８
人
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
同
委
員
会
に
お

け
る
サ
ポ
ー
ト
利
用
券
発
行

事
業
の
審
査
の
概
要
や
、
デ

ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
視
察
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
後
、

関
係
団
体
と
今
後
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
話
し
合
い
ま
し

た
。

サ
ポ
ー
ト
利
用
券
発
行
事
業

●�

利
用
券
を
使
え
る
店
が
市

内
東
部
地
域
に
多
く
、
市

内
西
部
地
域
に
少
な
い
。

使
え
る
店
を
増
や
し
て
ほ

し
い
。

●�

加
盟
店
舗
と
し
て
は
、
ど

う
い
う
店
で
使
え
る
の
か
、

ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し

い
。

●�

当
初
、
加
盟
店
に
登
録
し

よ
う
と
し
た
が
、
商
店
街

連
合
会
に
入
っ
て
い
な
い

と
登
録
で
き
な
い
と
言
わ

れ
た
。
市
か
ら
の
入
金
も

１
、
２
カ
月
か
か
る
と
聞

き
、
運
転
資
金
に
不
安
を

感
じ
た
。
も
う
少
し
登
録

し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
視
察

●
地
域
通
貨
は
、
加
盟
店
舗

　
や
利
用
者
が
増
え
、
流
通

　
し
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
。

　

�

導
入
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
。

市
内
業
者
の
育
成

●�

明
石
市
の
入
札
に
お
い
て
、

市
外
業
者
が
応
札
す
る
事

例
が
増
え
て
い
る
。
市
内

業
者
は
明
石
市
に
納
税
し

て
利
益
を
還
元
し
て
い
る

が
、
市
外
業
者
を
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
利
益
が

外
部
に
流
出
し
て
い
る
。

市
が
も
っ
と
市
内
業
者
を

育
成
・
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

地
元
で
の
若
者
の
活
躍
を

●�

明
石
で
再
就
職
を
希
望
す

る
第
２
新
卒
者
は
、
ハ
ロ�

ー
ワ
ー
ク
以
外
に
母
校
の

先
生
に
相
談
を
し
て
い
る

が
、
現
状
こ
こ
で
終
わ
っ

て
い
る
。
取
り
ま
と
め
る

部
署
が
市
内
に
あ
れ
ば
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
以
外
で
も
選

択
肢
が
広
が
り
、
地
元
で

再
就
職
で
き
る
若
者
が
増

え
る
と
思
う
が
、
情
報
の

共
有
が
で
き
な
い
か
。

利用店舗の拡充が課題（サポート利用券）

明石市の産業振興
明石商工会議所　青年部

×
生活文化常任委員会

　
令
和
６
年
４
月
22
日
に
、

関
係
団
体
の
計
17
人
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
関
係
団
体
と
委
員
は
、
明

石
海
浜
公
園
、
明
石
中
央
体

育
会
館
、
大
蔵
海
岸
砂
浜
、

大
蔵
海
岸
多
目
的
広
場
、
17

号
池
魚
住
み
ん
な
公
園
の
今

後
の
在
り
方
や
、
そ
れ
に
関

連
す
る
事
項
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

明
石
海
浜
公
園

●�

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
で
こ
ぼ

こ
が
ひ
ど
く
、
水
は
け
が

悪
い
。
臨
時
球
技
場
の
近

く
に
ト
イ
レ
が
無
い
。

明
石
中
央
体
育
会
館

●�

大
会
が
開
催
で
き
る
体
育

館
は
同
体
育
会
館
１
カ
所

だ
け
で
あ
り
、
各
団
体
で

予
約
を
取
り
合
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
交
通
ア
ク

セ
ス
も
車
の
み
で
あ
り
、

駅
か
ら
近
い
場
所
に
新
た

な
体
育
館
が
で
き
れ
ば
各

団
体
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
も
解
消
で
き
る
。

●�
手
続
き
が
体
育
会
館
窓
口

の
対
面
に
よ
る
申
請
だ
け

の
た
め
煩
雑
で
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申

請
手
続
き
、
口
座
振
り
込

み
に
よ
る
利
用
料
金
の
支

払
い
、
大
会
当
日
の
料
金

精
算
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

大
蔵
海
岸
砂
浜

●�

電
気
系
統
ま
で
の
距
離
が

遠
く
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

は
音
響
面
で
課
題
が
あ
る
。

●�

昨
年
、
ビ
ー
チ
を
利
用
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

が
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
に

と
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不

便
で
あ
る
。
主
催
者
目
線

だ
け
で
は
な
く
、
障
害
者

の
目
線
も
取
り
入
れ
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

配
慮
し
た
施
設
の
在
り
方

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

17
号
池
魚
住
み
ん
な
公
園

●�

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
フ

ェ
ン
ス
が
低
い
。
ボ
ー
ル

が
簡
単
に
フ
ェ
ン
ス
を
越

え
て
危
険
な
の
で
高
く
し

て
ほ
し
い
。

●�

現
状
の
第
３
週
と
第
４
週

の
土
日
に
限
っ
た
団
体
使

用
で
は
足
り
ず
、
大
会
利

用
に
際
し
て
、
他
市
の
施

設
を
借
り
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

砂浜までのスロープ（大蔵海岸）

公園、運動施設の今後の在り方
明石野球協会

明石市バレーボール協会
（一社）明石サッカー協会
明石市バスケットボール協会

明石市剣道連盟
明石市柔道協会

（一社）兵庫県サッカー協会
公益財団法人日本バレーボール協会

あかしパラスポネット
×

建設企業常任委員会

（7）　　2024年（令和６年）７月21日 第269号あ か し 市 議 会 だ よ り


